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狐が憑く」という、近代以前の心身観こそが、「私はあなた
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病んでいない」という〈孤人〉社会の心身観を問い直し、「我々」という近代特
有の「虚偽の主体」を、「私」と「あなた」が互いに「生きて、見て、感じて」いる「私
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たち」の世界観へと改めていくことが、〈孤人〉社会を開いていくことに繋がる。そこでは、
スーパーの食肉も、リンゴも、ともに生きている〈生き方の違ういのちの繋がり〉であり、
私たちの〈いのち〉は、〈孤人〉の心身だけで完結しているだけではないと言えるだろう。
木村秋則と「奇跡のリンゴ」が、互いを生かし合っているように。「べてるの家」を取り
巻く人びとが、「お互いさま」で「いいかげん」の世界へ、当事者の孤独、治せない医師
の孤独、斉藤道雄という傍観者の孤独を、ゆっくりと世界へ開いていったように。
一時的な「気枯れ」の状態である病気は、大きな気の循環と〈繋がり〉、たとえば《悪
魔祓い》や「民間治療場」のような〈ハレ〉の時空間に身を置くことで治っていく。ここ
で大切なのは、「気」が枯れてきて心身ともに疲れ果ててしまった時に、「自分の辛さや悲
しみ、弱さを曝け出しても大丈夫、周囲がそれを受け止めてくれると、社会全体で分かっ
ている」ことの大切さであると同時に、私たちの心身が、常に既に、自然や世界へと開か
れており、そのことに気づきさえすれば、「孤立して生きている命はない」のだということ、
この世界の中では、「すべての命が、他の命と関わり合い、支え合って生きている」のが
当たり前なのに、人間だけが、「自分独りで生きていると思っている」のだという近代特
有の誤りを正すこと、もう一度、「「私を含めての一体として、世界を見る」見方、感じ方
を、取り戻す」方向へと開いていくことが、最も重要なのではなかろうか。
身近にある総ての〈いのち〉をモノとして消費してきた近代社会が、〈生き方の違うい
のちの繋がり〉を忘れさせ、「誰にも迷惑をかけたくない」という〈孤人〉社会特有の希
薄な〈繋がり〉を生み出した。誰にも迷惑をかけず、生きていける〈いのち〉など、この
世にはそもそも存在しないのだ。そのことを思い出したとき、木村秋則と「奇跡のリンゴ」
も、「べてるの家」の人びとも、そして母とユキ・タキも〈孤人〉から救われた。
かけがえのない〈いのち〉の「無縁死」や「自殺」を他人事ではなく、ただ単に我がこ
ととして身近に感じるだけでもなく、この問題がこの社会全体の、ひいてはこの世界全体
の「気枯れ」や「痛み」であり、誰もがこの問題と無縁ではいられないととらえられるか
どうかが、〈孤人〉社会を開く、一番重要な鍵なのではなかろうか。
〈孤人〉社会を開くこと。「無縁社会」や「自殺社会」を終わらせること。それこそが、
亡くなっていった多くの人びとへの何よりもの「弔い」なのではないかと、私は思う。
注
１）ハンセン病を発病した塔和子は、「療養所の戸籍簿に記入させられ」、「ここへ入る人は、大
抵偽名を使いますよ。家族への迷惑を考えて」と言われている。塔和子とは、彼女の夫が名付
けた和子のペンネームであり、彼女が詩人として広く名を世に知られた後も、実名を公に明か
す機会は遂に来なかった。
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２）「「完璧な母に」空回り─産後うつ　昨秋出産の記者が経験」『朝日新聞』2008年12月５日付。
３）フーコーは言う。「個人と呼ばれるべきもの、それは、私がみなさんに示した技術［規律］
によって政治的権力が身体の単一性にしっかりと固定されたことから生じた成果のことであ
り、その結果のことです」〔フーコー 2006：71〕と。身体の単一性という指摘は、本論文でも
重要なテーマだが、ここではさらに、それを心身の単一性へと広げ、〈孤人〉と新たに名付け
た意味を最大限に生かしてみたい。
４）宮崎哲弥「サンデルの問い―現実を「私たち」から考える」『朝日新聞』2010年７月21日付。
５）宮崎県南部で牧場を営んでいる人の日記より。
６）本来は、「イキカタノチガウイノチノツナガリ／ニンゲンノエラクナイセカイ」という、いしづか
んなの言葉から、漢字に置き換えさせて頂いた。いしづかんな：http://www.kannaishizu.com/
より。
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日本学研究会、2016年３月５日と対になったものである。ご参照頂ければ幸いである。
 （ひょうどう　あきこ　日本思想史学会会員）
